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プログラム ごあいさつ

　生物の中で菌類は、「酵母、かび、きのこ」などを含む非常に大きな分類群で、そ

の数は150万種以上と推定されています。菌類は、植物や動物の「分解者」として、

自然生態系の維持や環境保全に重要な役割を果たしています。また、「共生者」と

して、植物の生長を促進し、乾燥や病気に対する抵抗力を高めるなど、菌類がもつ

さまざまな機能が注目されています。中でも、きのこ類は栄養的に優れた健康食品

として広く利用されていますが、最近では、免疫賦活性、抗酸化性、抗変異原性、

抗血液凝集性などの薬用効果にも高い関心が寄せられています。このように、きの

こなどの菌類は人類にとって有益な未知の機能や成分を有する遺伝資源の宝庫と

いえますが、学術的にはほとんど未開拓の分野です。鳥取大学では、農学部附属

菌類きのこ遺伝資源研究センター（FMRC）が中心となって、新たな菌類きのこ遺

伝資源の発掘と活用についての研究を行っています。特に、平成20年度からグロー

バルCOEプログラム「持続性社会構築に向けた菌類きのこ資源活用」（文部科学

省）において、きのこを含む菌類の活用に関して様々な基礎・応用研究に取組んで

います。本シンポジウムでは、このような研究の中から、活用に関する最新の研究

成果の一端をわかりやすく紹介いたします。さらに、菌類の多様性をより深く理解

していただくために、一般的にはあまり知られていない「菌類と昆虫との不思議な

関係」、「私たちの身近な里山で繰り広げられている様々な菌類と植物との密接な

関係」についても、日本菌学会第一線の研究者がわかりやすく解説いたします。

　このシンポジウムを機会に、菌類がどのような生物であり、他の生物とどのよう

に関係しているのか、また私たちの暮らしにどのように役立つのかについて、きの

こを含む菌類を理解していただくとともに菌類を身近に感じていただく一助になれ

ば幸いです。

鳥取大学グローバルCOEプログラム「持続性社会構築に向けた菌類きのこ資源活用」主催

公開シンポジウム

菌類のふしぎと他の生物との関わり合い
―菌類の生きざまを理解し、菌類を利用する―

共催：日本菌学会　　後援：大阪市立自然史博物館

自然の中で菌類はしたたかに生きています。菌類が植物や動物とどのような関わりを持って暮らしているのか、
またその菌類を人間はどのように利用するのか、菌類がつなぐ生物の不思議な世界をのぞいてみましょう。

２０１２年３月４日（日）　大阪市立自然史博物館１Ｆ  講堂

■ プログラム

１２：３０－ 開　場

１３：００－１３：１０ はじめに
▶鳥取大学理事（研究担当）・副学長　井　藤　久　雄

１３：１０－１３：３５ クロマツと一緒に生活するきのこ「ショウロ」の栽培
▶霜　村　典　宏 

１３：３５－１４：００ きのこ栽培の悩みの解決を目指す！
▶松　本　晃　幸

１４：００－１４：２５

１４：２５－１４：４０　休　憩

「分解者」としてのきのこは「生産者」になれるのか？
▶會　見　忠　則

１４：４０－１５：０５ 光合成をしない植物（菌従属栄養植物）の菌根共生
▶大　和　政　秀

１５：０５－１５：３０ 昆虫に栽培される菌類の生態
▶梶　村　　　恒

１５：３０－１５：５５ 里山の生態系変化の中での菌類
▶佐久間　大　輔

１５：５５－１６：００ おわりに
▶鳥取大学グローバルCOEプログラム 拠点リーダー　前　川　二太郎
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